
平城第 365次講査 （国指定名勝1日大乗院庭園） 現地説明会資料

鱈査の経緯と経過

余良文化財研究所で99.l9大●院庭園を管唇する 9財）日よナショナルトラストの委嘱を受

けて、本旺I●の復床●儡9こむけた資料を得るため、 (995年 9平成 7)から継続的な●掘調，，

を実絶しています．発掘調査は．本庭園の中心に位置する東大池のm辺にそってすすめ．（998
年（平成 (O）からは．東大漕西岸の●●小池筋地を対象に行ってきました．

今回の鯛査99．東大池の洒北隅と西w閾を99象に． 90月l日から開始し、 I(月95日視狂．

＊乗貶“園が栄えた江戸"代の遺構を中心に、近代にいたる行闊の遺構を検出しています．ま

た今回の調査99．東大池の綱辺を対象にした最後の躙査で．これまでの躙●とあわせて、今後

おこなう陸萬の調査（慮逼西側・欄殿跡地）につながる成果が閉,.,されます．口査面積9む阿lt

閾（北区）約2l8面．西●閾（●区）約 l70mの計約390mで．調査99災任も継続中です．

大慶院99、＿東院とならび再門跨とよばれた興●寺の門勝寺院です．＊乗院）9寛治元年

(9087)）こ舅溢寺の北方．現任の素良県庁のあたりに開かれました．治承4年 0>80)に平

重衡の州駆焼き打ちによって焼失し．翌年に元興寺の別院である●定院がおかれていた現在の

湯所に再興されました．宝徳3年 1>45))に）9徳政一揆で再び焼亡しますが．尋●大●正の尽

力によって．達物ばかりでなく庭園についても精力的な箆傭が行われました．このとき作庭に

あたったのが、室町99代を1t浅する庭闘 ・•日弥で．当9)から名隅として注＂ されていたよう

です・塞町9.'代に改修された庭園の基本的な姿は江戸99代のはじめまで続いたと寓えられてお

り、その後19●●の作庭を基蠅にしながらも．豊かな経済力を背景に隧園の改修をくりかえし

明治99代にいたるまで隋駆随ーの名國として栄えました．

明治峙代以縫のIB大景院窮園 明治織新の神仏分曝 ・廃仏匁釈の流れの中で・大●院門隙も

慶應 1ヽ年 (1868)に廃絶となります．戻絶後すぐに鋼殿19饉人宅に転用されますが、明治 16

年 0883)に19欄殿をすぺて取り濃し、翔漣1こ●●9（ヽ字校が●設されました．また、明治 20

年 (1887)頃に19荒池の造成1こともなって大●院跨北辺でも掘割をとおすなどの大規桟な土

＊工事が行われたようです・•り小学校19明治 33 年 (1900) に現任の紀寺町（こ移転し、大•

院防(9荒地となりますが、明治 38年 (1905)に19外旧人用のホテル達設の駈がもちあがりま

す．そして明治 42年 ((909）、奈Rホテルが開集し．これ以縫大●院騎19衣良ホテルの蘭庭と
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調査の成果

今国の躙査は． 二つの躙企区を東大池酉19の●北という、ややはなれた場所に霞けています．

ここで99、百北閂の調憂区を「北区」、百冑隅の属査区を「渭区Jと呼んで、それぞれについて

説明し●す．

北区

北区は、江戸峙代に植かれたとされる絵困、 「大東院四字真●●」 1舅椙寺逼）と「大東院

殿境内図JI秤9大I上 囮本氏遍Jを比較すると，様祖がずいぷんと変わっていることがわか

り、江戸＂代の中でも何度かつくり●えられていることが予想されました 。

今●の調査では、これらの絵図それぞれに91応すると考えられる遺憬を確認し、絵図の作成

年代に閤する手がかりを得るとともに、大乗院庭団の変遷を鱗明するうえで重委な知見を19る

ことができました。さらに，これらの松図にはほかれていない江戸騎代の遺構もみつかり 、こ

の場所が正｝7..代をつうじて19駐を（りかえした様子をうかがい知ることもできました。

99こ今回の躙企で99、大乗枕が魔絶となった明治＂代の遺構もまとまった形で検出していま

す。明治＂代以峰の大乗院轄について 99罵士史の資料などから知ることができ、その歴史の慨

略はすでに述べた通りです。

このように北区では、紆余●祈を駐ながらも庭園として現在まで伝えられた明治＂代以騒の

変遷も資料に沿うかたらで検出し、旧大乗院庭●の中世から現在までの閃の重なりをあらため

て確区することができました。

南区

隋区は、東大池のほ辺の様杓lを確包することを目的とした綱査区です。これま での躙査によ

り、東大池のは』は、中●以来、積土によってしだいに● （逍成されてきたこと明らかになっ

今回の躙査でも，控邸を形成する積土の状態から、江戸店代にはすでに現在と同じような急

勾配の比辺であったことをあらた，，て望鯰できました。は辺の平面形についても、江戸＂代末

期に 99 『大乗院殿境内図」にみられるような逍織的な状態であったことがわかり、同図の•n

としての信•.性を裏J.J けることができました。

これ文での調査では、最上●の積土を，憤土に含まれる遺物から、江戸峙代の追成と措定し

て99した．今屈の調査で99，この積土を戴りこんでつくられた取水用噌戎を検出しました．

この睛扱9：伎われている陶管が●J泊時代初期の常滑豪であることがわかり，遺情の面からも最

また．詳纏な躙矢99今後の諜題ですが、取水ffl略●掘形の土層断面の観烈からは．本来の池

は今よりも酉鯛9こひろがっていて・中世以来の傾土により陸瓢が東にはりだしたU子もうかが
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桟出遺構

今●の貫査で検出した●●9こついて＂閉ごとに鼠腎し 3す．ここでは●宜的に、江戸鰭代と

膏えられる遭檎を 9闊．明治＂代以“と号えられる遍蠣を "期と区分します．また北区で9人

＊さく分けて 9●の中で3つ． "●の中で2つの●で●●を艘出しているので．これらを畔代

北区

1期江戸碕代の遺鳩

I・1鵬

●白色の帖賣t.t圃で検出した遺●。層攘する●998次（平咸 "隼●）および第9”次●● （平

成 99年度）の遍惧檜出薗にあたる．この面で9よ欺●くの遺惧が重復して鑓認され，●い訪閉9こ

貴濠｀園 纏分的にみられる●橙色の●喰による●●繭． 瓢分的 9こ しかの こ らないので評•

99不●だが嘱立9l鳩●にともなうものの可籠性がある．

遍噴泊 r399●鯛董g) ●399次諷●で鴨出した.iUと●を貫●色の濠喰でかたのた亀．

上述の●濠喰萬とよ (Oた●噴を用いており舅”覇のものの•r畿性が●い。

,_,開
茶灰色の砂胃土上面で検出した●褐． 「K東に四●真●図Jが娼く＂闊と 9れ応し、 「●鼠亭 1か

んみんてい）」を中心とした駐●崖設の一●と号えられる．

夏叡面 平瓦を東8,こ彙いた●漬・・ 「●慶亭J近辺9刀2ヽ9られた●昂であろう、＇

夏●●遭 輻 9知・澤さ ,...の潰9こ．瓦を割って訪めた讀． ．．99 瓦を4•畢立てにお< .

構遍から精順して上墓9こ99土をかぷせていた可襲ttがたかく．崖辺の湿9ぬ●と号えられる．

9•3 ● 

夏小竃立て遍嶋 ,_,間と,_,閏の中●で検出した●虜。●●lJ瓦を4瀑立てになら

ペて方影および円影の遍情をかたら作る．覆化のところa脩99不剛．紐●の追作9こ悶

よくし9った●●色の砂買上上●で検出した遺惧． 『K●院戴墳内図Jが●く＂期と 9／応する

賣●石● 刃m、大の石を東色に2列ならぺた遺惧．その情這や●●9このこる●●の痕●から

築鯰疇の島底昂であることがわかる。その位置92「K費は●墳,,図"こみえる●●繁●蝙と99

叩き濠喰面 東大池の沿）9瓢1このこる賣8色のi量喰による“装面・•大湯•"の鯛企（第 995

次言第 999 次胃査）でも同Uの鑓•iti を検出して＂り、沿nを＂ぐる●贄と饉定している ．

聾山状●構 東●石列の北●をかたら作る蝙積土によ って彫虞された●山状のたか"・『大

・氏殿墳内●」で92、この位量1こ松が"い直る"''」が●かれている．

掬4

図5 江戸時代の遺構面 北区



II・1期

大乗院が魔絶となる明治切年から｀奈•ホテルが遅役される明治の年頃までの閏の遺憬．

面北石9l， mcm大の石を●北1こ1列ならぺた遺情。恒鯛lこ19控仕を立てた仕穴がのこる。そ

の位置から、●殷が饂人宅となった約に、宅馳と寛＊池池を区切るために仕Itられた板嘱と推

"・'期
明治42年の仔良＊ナルの関槃以騒、現任にいたるまでの遺鳩。

廣鸞土坑 麿集物を投婁するたのに餃けられた土坑。ガラス蘊やグラス、煉瓦）ヤなど近代の

遺物が多数出土。

テ＝スコー ト整埠面 昭和 m年 (9臼91奈●ホテルが米軍に接収された際に餃99られたテニ

図6 明治時代の遺構面 北区



躙区

"日江戸闘代の遍鳩
庫辺 ●上屠を茶褐色の憤上で形成した東大池預膚隅の馳鼻．現在の東大池のほ辺にくらペ

直織的な平面影をLていて、 『大兼た殿墳内頃』に娼かれた状況とよく 一致する．

纏面 池殷から19辺のたらあがり昴分にある直往 9にm大の礫がならぷ面．取水鴫県攪霞掘

形の豊面ではこの廉面が積士の•F艇 9こ蝠びる様子がうかがえることから．ヽ,,世以●の東大瀧級

石列 調査区の東纏、琶墓が池9こしかって裔ち込し戴分にある'""'"賓の石を乱櫨になら

ぺた遍構． 『大戴貶殿嶋内図』で93この纏分に長ガ形の鰍石を椙いており、この亀“め石の可

躙北溝 綱憂区の中99ど冒泡縁からは辺へのたちあがり饒分にある冑仄色帖土の亀'"面を19

り込んだ溝．＂行状況がわるく ●纏9i不明だが｀江9"SItの纂Qに関する遺構か．

図7
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1期 II期

各期の遺構面

南区
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略年表

江戸時代以前 大乗院庭園の原形が形づくられる

●和元年 (9989) ,¥重賣の附●焼さ打ちで歓災した大乗にが現在地に再輿される。

宝徳3年 (9499） 稔政一揆により大乗氏の大＊が燻失する。翌年より復賽(9業が7l

始される。

寛正4年 (9463) K•校門跨の様尊が善阿弥 9こ (9庭を依頼する ．

江戸時代 中世の作庭を基礎9こ、瞑園の景観が整えられる →U1 

明治時代以降 神仏分闘 ・廃仏稀釈により、大乗院門跡が廃絶となる →1lJll 

明治元"年 198⑭•98891 頃 ＊東院の殿舎、憧人宅（松圃家）となる。→LL組

この頃．園内の多く這物が取り填し、または売却される。

明治7年 998741 松●●の邸宅の一部を，，舎とする 1更訴舎l.

明治 9C33年,...,.,.., 松園家の駆宅を取り墳L.跡蟻を飛鳥,,ヽ ，，校にする．

明治m年 19889l頃 率191をせ9止めて朝芥山の北9こ荒池を造成、
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